
市立公民館

出されたご意見・ご質問(要旨) 市教育委員会からの説明・回答(要旨)

自身は青少年指導員として活動しており、町会長も務めているが、この計画の方針は町会に報

告してよいか。

本計画は市のHPにも掲載済みであり、各所属先の団体で報告いただいて構わない。

光陽地区公民館を令和7年度に廃止、令和8年4月にリニューアルオープンというのは決定事項

か。それとも市民説明会の中で意見を聴き、その内容を反映して進めていくのか。この後、議

会に諮るなどはあるのか。

本計画は、庁内の意思決定機関である政策決定会議を経て決定したものである。説明会でご意

見をお聞きした上で、公民館等の廃止にあたっては、条例の改正などで議会での承認が必要で

ある。

現光陽地区公民館は利用できなくなるという理解で良いか。 現在の光陽地区公民館は令和７年度をもって廃止し、令和８年度以降は現在のふれあいセン

ター朝陽に機能を移転することになる。

現在、町会の定例会等で光陽地区公民館を利用しているが、夜間利用が多い。移転後も現状と

同じく会議等で夜間利用ができると理解してよいか。

移転先である現ふれあいセンター朝陽の開館時間は９時～17時だが、移転後については夜間利

用ができるよう地域と協議していく。

リニューアル内容を具体的に教えて欲しい。 現在利用していない旧デイサービスセンターも改修し、併せて活用することを考えている。二

階は以前も軽運動など様々な活動ができる部屋であったためそのままの利用を、また、一階部

分は風呂場を改修し活動できる部屋にする等を検討していく。

リニューアル内容に、市民説明会での意見は反映されるか。 リニューアル内容は、皆さまからのご意見を頂戴し検討していく。

機能集約とあるが、公民館事業と高齢者福祉事業のどちらが上位となるのか。 どちらの事業が上位になる、主となるということではない。現光陽地区公民館における公民館

事業を移転させると同時に、ふれあいセンター朝陽の高齢者事業も引き続き公民館事業として

実施していくことを考えている。

その際、ふれあいセンター朝陽だけでは利用者のキャパシティ―を超えることが予想されるた

め、ふれあい朝陽に隣接し、現在は利用停止している旧デイサービスセンターも活用していく

ことで、需要を受け入れていく考えである。

現在ふれあいセンター朝陽は指定管理だが、リニューアル後の運営形態はどのようになるの

か。

また、現在のような65歳以上の高齢者向けの施設ではなくなるのか。

リニューアル後は、全世代が対象となり、現在の光陽地区公民館の運営形態を引き継ぎ、運営

協議会に委託することを考えている。

高齢者の利用率が極めて高いとのことだが、閉館時間が21時なので現役世代が仕事を終えて公

民館を利用するのは時間的に無理である。制度の改正であるので閉館時間を延ばしてもらうこ

とも考えてもらえないか。

高齢者の利用が多いのであれば、ふれあいセンター朝陽に機能集約することも納得できるが、

現役世代はふれあいセンター朝陽の施設を知らないので地元の意見を聞く前にふれあいセン

ター朝陽がどのような施設なのかを知りたい。

R7までにできないのは理解しているが、まずは機能集約し、その後できれば市民センターのよ

うな建物を建ててもらえないか。

閉館時間については、いただいた意見として検討する。

ふれあいセンター朝陽の施設の見学については、町会や市民協議会などの単位で希望があれば

対応する。

新たな建物を作ることは、本市の厳しい財政事情から、極めてハードルが高いと言わざるを得

ない。

ふれあいセンター朝陽は数回しか行ったことがなくどのような事業をしているのか分からな

い。機能集約をしたら光陽地区公民館でしている事業とふれあいセンター朝陽でしている事業

はどうなるのか。

機能集約後は、ふれあいセンター朝陽の事業も引き続き行いながら公民館事業を行っていく。

そのまま続けるのではなく、似たものは一緒にしたり高齢者、全世代向けの講座など住み分け

を行う。ふれあいセンター朝陽を現在所管している福祉政策課と協議しながら事業を行ってい

く。
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説明が後ろ向きに感じた。建物が古い・予算がない等は事実としてあると思うが、文化活動の

活性化に向けた具体的な方策を積極的にご提案いただきたい。

特に若者たちの健全育成に繋がるような、活発に利用される青少年会館が市に１つはあって欲

しい。

市・教育委員会では子育て・教育は市の最重点施策と考えていいる。子どもたちがすくすくと

育つことが、延いては本市の活性化につながるものである。青少年会館という建物の建設につ

いては、財政状況や現存する施設の管理で手一杯であるため困難であるが、若者の健全育成に

つながる事業については取り組んでいかなければならないと考えている。

計６回の市民説明会は、どの回に参加するかを選択できるということか。

それとも２回目は、１回目に挙がった意見に対しての回答をする等、内容が進展していくの

か。

計６回の市民説明会については全て同じ内容になるため、一人一回の参加としている。説明会

でいただいた意見等は、HPで掲載し、公表する。

本計画は議会でもう決定済みか。それとも説明会を経て、議会に諮るのか。 本計画は、市の政策決定会議を経て、市及び市教育委員会としてお示ししているものである。

今後は市民説明会の場において、市民の皆さまからご意見をお聞きし、ご質問等にお答えしな

がら、最終的には条例の改正や廃止などを議会に諮ることとなる。

現在の公民館等は利用者の減少、高齢化が進んでいる状況であり、今後新たな利用者が増えな

ければますます利用者数の減少が進むと予想される。

新たな利用者を増やすために、リモートによる講座の開催や働く世代のニーズを捉えた事業、

子どもの学習環境の充実等に取り組んでいく。
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